
15白馬議会だより　111号　平成27年 1月31日

編

集

後

記

白馬を盛り上げよう！ 旅人に快適なトイレを 文化財と観光
エンライト　デヴィッド 草間　佳一 冨山　正明名鉄 どんぐり みそら野

こんにちは。初めて白馬に来たの

は1994年でした。素晴らしい山々と

地域に根差した文化、それを支える

人々がいて、また来たいと思う場所

でした。日本とカナダでスキーパト

ロールや山ガイドの仕事をしながら、

白馬に戻ってきました。

白馬の自然はカナダのウィスラー

で幼少の頃から滑っていた私をも虜

にしました。1年を通して自然への

尊敬の念を持ち子どものように遊ぶ

ツアーを企画して、お客さんを呼び

たいと思いました。海外の方々はこ

この素晴らしい自然と文化や、人の

強さと優しさにミステリーを感じ魅

了されるようです。日本人にも白馬

の魅力を発見できるようなプログラ

ム、アクティビティを提供していき

たいと思います。

地震のときのように、つながりと

絆を持って助け合い協力し、白馬を

一緒に盛り上げていきましょう。

我が家はキャンプが趣味の一つで、

始めてから43年になります。まだキャ

ンピングカーがめずらしい頃、中古

のマイクロバスを自分で改造して楽

しんでいました。キャンプで全国を

歩き、昔はキャンプ場、最近は道の

駅やSAや PAを利用します。

以前に比べると、食事などは変わ

りませんが、大きく変わったのはトイ

レです。昔はキャンプ場のトイレと

いえば、ひどいところが多く快適と

は言えませんでしたが、今はほぼ水

洗で、洗浄器付きも多いです。SA、

PA、道の駅や有名観光地は公衆トイ

レも洗浄器付きです。

わが白馬村はどうでしょう？公衆

トイレは立派な建物で水洗ですが、

道の駅の障害者用を除き、洗浄器は

ありません。

景観を売りにする観光地であり、

世界中から来るお客さんが快適に過

ごせるようなトイレ設備をお願いし

たいものです。

「白馬に文化財なんてないよ」本当

にそうでしょうか。

文化財はその町の歴史や文化を如

実に表しているものです。当然、白

馬村にも数多くあります。訪れた土

地を知るには、文化財を学ぶのが一番。

特に外国人観光客は、訪れた土地の

歴史や文化に興味を持ちます。

白馬村は、自然という財産の恩恵

で観光客が訪れますが、その歴史が

語られることは無く、文化財という

財産は生かされてきませんでした。

歴史や文化が見えない村は、観光客

だけではなく、地域住民にとっても

魅力に欠けるものとして映ることに

なります。身近な文化財を生かした

村づくりを進めることは、より魅力

的な白馬村にするために必要なこと

です。

さあ、あなたの身近にある文化財

を見直してみましょう。

夢、私たちに。
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白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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1 1月22日　午後10時8分ごろ　神城断層地震が発生。
翌日、議会では、書類が散乱するなかで今後の活動を協議しました

議会内で協議の結果、被災者に対する
支援及びインフラ復旧を最優先すべきと
判断し、一般質問は１名とし「長野県神
城断層地震について」のみ質問しました。
・被害の全容は
・村独自の支援策は
・被災者の心のケアは
・農地災害の復旧計画は
・観光客への影響は
・今後の村づくりの方向性は


